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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

県
民
児
協
会
長

竹

内

昌

信

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
は
干
支
の
初
め
「
庚
子
（
か
の

え
ね
）」
で
、
古
来
よ
り
新
た
な
活
動

の
年
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
委
員
の
皆
様

に
は
、
今
年
一
年
間
希
望
に
満
ち
た
幸

運
が
訪
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。

昨
年
は
温
暖
化
現
象
に
よ
り
、
国
内

で
自
然
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
特
に

関
東
地
方
に
上
陸
し
た
台
風
１５
号
・
１９

号
は
県
内
各
地
に
想
像
を
絶
す
る
爪
あ

と
を
残
す
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
こ
こ
ろ

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
よ
り
地
域
に
対

し
、
き
め
細
か
い
支
援
を
続
け
ら
れ
ま

し
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に

深
く
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

さ
て
昨
年
１２
月
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、

福
祉
の
奉
仕
に
意
欲
を
抱
く
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
厚
生
労
働

大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
就
任
致
し
ま
し
た
。

新
任
委
員
の
方
は
、
地
域
の
人
々
の
良

き
相
談
相
手
・
頼
ら
れ
る
委
員
と
し
て
、

再
任
さ
れ
た
委
員
の
経
験
を
十
分
に
聞

き
、
担
当
地
区
の
人
々
に
対
し
「
誠
意

を
持
っ
て
目
配
り
・
気
配
り
」
に
心
掛

け
、
さ
ら
に
行
政
と
の
連
絡
を
緊
密
に

し
て
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
業
績
が
や
が
て
自
分
の
喜
び
と

感
動
の
人
生
の
積
み
重
ね
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
永
く

継
続
す
る
力
量
を
生
み
出
し
、
自
分
の

人
生
に
も
大
き
な
宝
と
な
り
ま
す
。

結
び
に
今
後
も
、
茨
城
県
民
児
協
の

活
動
方
針
に
対
し
ま
し
て
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
々
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
３８
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
開
催
報
告

県県
民民
児児
協協
評評
議議
員員

岡岡

田田

清清

第
３８
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
が
令
和
元
年
１０
月
３１
日
、
ザ
・
ヒ
ロ
サ

ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
超
大
型
台
風
が
多
発
し
、

１２
都
県
に
わ
た
り
想
像
を
絶
す
る
甚
大
な

被
害
を
与
え
、
尊
い
命
を
失
わ
れ
た
方
々

に
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
し
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
御
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一

日
で
も
早
い
復
興
を
さ
れ
ま
す
様
、
心
よ

り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

式
典
の
前
に
は
、
水
戸
出
身
２０
歳
の
口

笛
奏
者
、
加
藤
万
里
奈
氏
の
演
奏
が
あ
り
、

大
会
に
相
応
し
く
華
を
添
え
て
頂
き
ま
し

た
。
感
激
の
一
言
で
し
た
。

式
典
に
は
、
茨
城
県
福
祉
担
当
部
長
・

関
清
一
様
、
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
・
森
戸
久
雄
様
を
は
じ
め
大
勢
の
ご
来

賓
の
方
々
に
、
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。

物
故
民
生
委
員
児
童
委
員
に
対
す
る
黙

と
う
、
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
朗
読
に

続
き
県
民
児
協
・
竹
内
昌
信
会
長
の
主
催

者
挨
拶
で
は
、
退
任
す
る
委
員
の
方
が
後

任
と
な
る
方
に
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
伝

え
て
ほ
し
い
こ
と
、
改
選
後
も
引
き
続
き

民
生
委
員
を
務
め
ら
れ
る
方
に
「
人
び
と

の
支
え
役
」
と
い
う
心
構
え
で
行
動
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

顕
彰
で
は
、
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
会
長
表
彰
と
し
て
６
８
８
名
の

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
及
び
来
賓
紹
介
、
受
賞
者
代

表
の
謝
辞
に
続
き
、
大
会
宣
言
を
満
場
一

位
で
採
択
し
た
後
、
最
後
に
「
花
咲
く
郷

土
」
を
斉
唱
し
、
大
会
は
終
了
致
し
ま
し

た
。
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新
年
あ
い
さ
つ茨

城
県
知
事

大
井
川

和

彦

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
、

茨
城
県
内
で
も
多
く
の
方
々
が
被
災
さ

れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
引
き
続
き
全
力
で
復
旧
・
復
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
地
域
住
民
の
方
々
に
対
す
る

様
々
な
相
談
や
援
助
活
動
を
通
し
て
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
１２
月
に
は
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、

再
任
さ
れ
た
皆
様
、
新
た
に
委
嘱
さ
れ

た
皆
様
に
は
、
本
県
の
地
域
福
祉
の
推

進
役
と
し
て
、
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

デ
ジ
タ
ル
経
済
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
私

は
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
と
「
選
択
と
集
中
」

を
信
条
に
、
困
難
な
政
策
課
題
に
も
臆

せ
ず
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
企
業
誘
致
や
医
師
確

保
な
ど
、
取
組
が
結
果
に
結
び
つ
い
て

き
て
い
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
ま
だ

実
績
を
あ
げ
る
に
至
ら
な
い
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
年
は
、
よ
り
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
策
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
茨
城
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」
に

基
づ
く
施
策
展
開
を
含
め
、
引
き
続
き

「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ

な
県
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

県県
民民
児児
協協
理理
事事

宇
佐
美

吉

郎

令
和
元
年
７
月
４
日
、
５
日
の
両
日
、

神
奈
川
県
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
に
て
、
第
７９

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
研
究
協
議
会
が
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
１１

都
県
と
８
市
か
ら
２
８
８
名
（
本
県
か
ら

は
竹
内
会
長
以
下
９
名
）
が
参
加
し
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
に
は
、
開
会
の
式
典
の
後
、
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
民
生
部
部
長
の
佐
甲

学
氏
に
よ
る
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
で
は
「
地
域
福
祉
・
子
ど
も
子
育
て

を
め
ぐ
る
動
向
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
」「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

重
点
課
題
と
全
民
児
連
の
取
り
組
み
」
の

２
本
の
柱
で
、
私
た
ち
民
生
委
員
が
日
ご

ろ
直
面
し
て
い
る
課
題
や
対
処
の
仕
方
な

ど
に
、
大
い
に
参
考
に
な
る
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

午
後
は
、
花
園
大
学
客
員
教
授
水
谷
修

氏
の
「
優
し
さ
と
勇
気
の
育
て
方
―
夜
回

り
先
生
、
い
の
ち
の
授
業
」
と
題
し
た
記

念
講
演
で
し
た
。
夜
間
高
校
の
教
員
と
し

て
体
験
し
た
、
い
わ
ゆ
る
非
行
少
年
、
少

女
の
赤
裸
々
な
実
態
や
、
文
字
通
り
命
を

懸
け
て
格
闘
し
た
日
々
が
、
迫
真
の
語
り

口
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
４
つ
の
テ
ー
マ
で
分
科

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
４
人
ず

つ
の
実
践
報
告
を
受
け
て
、
質
疑
応
答
や

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら

は
、
第
４
分
科
会
の
「
地
域
の
つ
な
が
り
、

地
域
の
力
を
高
め
る
た
め
に
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
県
民
児
協
の
加
藤
護
理
事
が
那

珂
市
の
「
あ
ん
・
し
ん
・
ね
っ
と
事
業
」

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

大
変
、
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。
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令
和
元
年
度
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
た
め
の
相
談
技
法
研
修
会
が
８
月
２７
日

〜
２８
日
の
２
日
間
、
横
浜
市
新
横
浜
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
茨
城
県
の
２
人
を
含
む
、

全
国
か
ら
１
３
７
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
１
グ
ル
ー
プ
６
名
で
２３
グ

ル
ー
プ
に
分
れ
２
日
間
と
も
元
・
梅
花
女

子
大
学
准
教
授
植
田
寿
之
氏
を
講
師
に
ご

指
導
頂
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
相
談
援
助
の
視
点
と
相
談
・

支
援
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
研
修
ビ

デ
オ
で
学
習
し
、
事
例
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
を
半
数
の
グ

ル
ー
プ
が
発
表
し
講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
き
ま
し
た
。
相
談
・
支
援
活
動
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
き
っ
か
け
づ
く
り
、
相
手
の

立
場
に
立
つ
、
相
手
の
思
い
を
受
け
止
め

る
、
と
い
う
事
で
し
た
。

交
流
会
は
多
く
の
方
々
と
交
流
が
で
き
、

有
意
義
な
一
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し

た
。

２
日
目
は
、
傾
聴
の
基
本
、
相
談
面
接

技
法
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
相
談
面
接

の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

半
数
の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
、
２
日
間
の

研
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
得
た
貴
重
で
有
意
義
な
体

験
を
、
今
後
の
民
児
協
活
動
に
生
か
せ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
３１
日
〜
８
月
１
日
の
日

程
で
令
和
元
年
度
全
国
主
任
児
童
委
員
研

修
会
（
東
日
本
）
が
千
葉
市
の
「
東
京
ベ

イ
幕
張
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

１
日
目
は
厚
生
労
働
省
柴
田
哲
男
氏
の

行
政
説
明
の
後
、
明
治
学
院
大
学
の
松
原

康
雄
学
長
よ
り
「
主
任
児
童
委
員
創
設
２５

年
〜
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
へ

の
期
待
〜
」
と
題
し
た
ご
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
子
ど

も
を
守
り
子
育
て
・
子
育
ち
を
地
域
で
支

え
て
い
く
た
め
に
〜
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
・
予
防
に
向
け
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
社
福
）
至
誠
学
舎

立
川
理
事
の
高
橋
久
雄
氏
の
も
と
、（
社

福
）
厚
生
福
祉
会
の
佐
々
木
美
緒
子
氏
、

横
浜
市
南
区
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
戸
矢

崎
悦
子
氏
、
全
民
児
連
副
会
長
の
庄
司
健

治
氏
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お

立
場
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
３
会
場
に
分
か
れ
「
全
国

児
童
委
員
活
動
強
化
推
進
方
策
２
０
１
７

の
具
体
的
展
開
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に

分
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
参
加
し
た

分
散
会
で
は
松
原
康
雄
先
生
の
指
導
の
も

と
、
日
頃
の
活
動
の
中
で
連
携
し
て
い
る

人
や
機
関
を
書
き
出
す
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
取
り
組
み
を
８
名
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

地
域
は
異
な
っ
て
も
同
じ
活
動
を
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
業
を
す
る
中

で
大
変
有
意
義
な
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
に
参
加
し
て

神神
栖栖
市市
連連
合合
民民
児児
協協
会会
長長

今今

郡郡

利利

夫夫

全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て

つつ
くく
ばば
みみ
らら
いい
市市
主主
任任
児児
童童
委委
員員

間間

宮宮

正正

孝孝
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▼
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
副
会
長
合
同
研
究
協
議
会

令
和
元
年
度
会
長
・
副
会
長
合
同
研
究

協
議
会
が
、県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域（
６

月
２０
日
、
２１
日
）
県
南
・
県
西
地
域
（
６

月
２７
日
、
２８
日
）の
２
回
に
分
け
、３
７
０

名
が
参
加
し
て
、
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
前
常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
学
部
学
部
長
・
人
間
科
学
部
教

授
池
田
幸
也
氏
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
こ
れ

か
ら
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
３
単
位
民
児
協
（
６
月
２０
日
常
陸
太

田
市
・
東
海
村
・
鉾
田
市
、
６
月
２７
日
美

浦
村
・
筑
西
市
・
八
千
代
町
）
に
お
け
る

活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
県
警
捜
査
第
二
課
（
ニ
セ

電
話
詐
欺
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
）、

県
福
祉
指
導
課（
同
和（
部
落
差
別
）問
題
）、

県
障
害
福
祉
課
（
障
害
者
差
別
解
消
法
・

障
害
者
権
利
条
例
に
つ
い
て
）
か
ら
の
行

政
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
県
民

児
協
事
務
局
か
ら
地
域
版
活
動
強
化
方
策

の
策
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室

令
和
元
年
度
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委

員
教
室
が
、県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域（
９

月
１２
日
、
１３
日
）、
県
南
・
県
西
地
域（
９

月
２６
日
、
２７
日
）の
２
回
に
分
け
、３
６
３

名
が
参
加
し
て
、
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
泉
惠
造
研
修
企
画
工
房

泉
惠
造
氏
に
よ
る
「�
把
握
し
、
つ
な
ぎ
、

見
守
る
�
を
推
進
し
よ
う
！
」
と
題
し
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
３
単
位
民
児

協（
９
月
１２
日
高
萩
市
・
ひ
た
ち
な
か
市
・

潮
来
市
、
９
月
２６
日
取
手
市
・
か
す
み
が

う
ら
市
・
結
城
市
）
に
お
け
る
活
動
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
県
警
捜
査
第
二
課
（
ニ
セ

電
話
詐
欺
の
現
状
と
対
策
）、
県
福
祉
指

導
課
（
同
和
（
部
落
差
別
）
問
題
）、
県

障
害
福
祉
課
（
障
害
者
差
別
解
消
法
・
障

害
者
権
利
条
例
に
つ
い
て
）
か
ら
の
行
政

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会

令
和
元
年
度
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体

研
修
会
（
８
月
２８
日
）
が
、
９
６
５
名
が

参
加
し
て
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
崎
健
康
福
祉
大
学
健
康
福
祉
学
部
教

授

金
井
敏
氏
を
講
師
に
招
き
、「
民
生

委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
「
地
域
版
」

活
動
強
化
方
策
の
策
定
の
ス
ス
メ
」
と
題

し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
県
警
捜

査
第
二
課
（
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
）
か
ら
の
行
政
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
主
任
児
童
委
員
研
修
会

令
和
元
年
度
主
任
児
童
委
員
研
修
会

（
７
月
２６
日
）
が
、
３
３
０
名
が
参
加
し

て
、
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
立
茨
城
学
園
長

澤
田
敦
志
氏

を
講
師
に
招
き
、「
茨
城
県
立
茨
城
学
園

の
概
要
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
３
地
区
代
表
者
（
土
浦
市
・
稲
敷

市
・
古
河
市
）
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
県
青
少
年
家
庭
課
（
子

ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
）
の
行
政

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。（
県
民
児
協
事
務
局
）

◆
県
民
児
協
主
催
の
研
修
会
報
告
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笠
間
市
は
、
県
中
央
地
域
に
位
置
し
旧
笠
間
市
・
旧
友
部
町
・
旧
岩
間
町
が

合
併
し
た
人
口
約
７
万
５
千
人
の
自
然
豊
か
な
所
で
す
。

笠
間
市
連
合
民
児
協
は
、
笠
間
地
区
６０
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
３
名
）、

友
部
地
区
５９
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
３
名
）、
岩
間
地
区
３２
名
（
う
ち
主
任

児
童
委
員
２
名
）
の
計
１
５
１
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
総
代
会
、
合
同
事
項

別
研
修
会
、
全
体
研
修
会
の
ほ
か
、
広
報
誌
「
ぬ
く
も
り
」
を
発
行
し
て
い
ま

す
。笠

間
地
区
民
児
協
で
は
、
委
員
は
「
児
童
・
母
子
福
祉
」「
高
齢
者
福
祉
」「
生

活
保
護
関
係
」「
障
害
者
福
祉
」
の
４
部
会
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
、
１
年
間
、

部
会
研
修
に
励
ん
で
い
ま
す
。
１
年
毎
に
部
会
を
移
動
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
民
生
委
員
の
役
割
が
早
く
理
解
で
き
る
と
の
考
え
か
ら
で
す
。

月
１
回
の
定
例
会
で
は
、
福
祉
課
か
ら
の
諸
連
絡
の
ほ
か
社
協
・
消
費
者
セ

ン
タ
ー
・
消
防
署
等
の
講
話
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
、
日
帰
り
研
修
、
一
泊
研
修
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
常
的
な
活
動
で
は
、
訪
問
活
動
が
あ

り
ま
す
が
年
金
、
育
児
、
病
気
、
隣
人
と

の
ト
ラ
ブ
ル
等
多
種
多
様
で
、
一
朝
一
夕

に
は
解
決
し
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
民
生
委
員
一
人

ひ
と
り
の
力
は
、「
微
力
で
は
あ
る
が
無

力
で
は
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
胸
に
秘

め
、
委
員
相
互
、
行
政
側
と
の
連
携
を
よ

り
一
層
密
に
し
て
、
地
域
の
福
祉
力
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

茨
城
県
鹿
行
地
域
に
あ
る
鉾
田
市
は
、
人
口
４
万
８
千
人
、
民
児
協
は
旭
・

鉾
田
・
大
洋
の
３
地
区
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
洋
地
区
は
２６
名
（
う
ち
主
任

児
童
委
員
２
名
）
の
委
員
で
日
々
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

鉾
田
市
全
体
で
見
る
と
、
人
口
は
緩
や
か
な
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
大

洋
地
区
は
定
年
退
職
後
の
田
舎
暮
ら
し
を
目
的
と
し
た
小
規
模
分
譲
地
が
多
く

立
地
し
て
お
り
、
東
京
な
ど
の
大
都
市
圏
か
ら
移
住
し
て
く
る
高
齢
者
及
び
高

齢
者
世
帯
が
数
多
く
居
住
し
、
地
域
と
の
付
き
合
い
が
希
薄
で
近
親
者
が
近
隣

に
い
な
い
こ
と
か
ら
、
見
守
り
が
必
要
な
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

大
洋
地
区
民
児
協
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東
北
地
方
の
訪
問
を

続
け
て
い
ま
す
。
平
成
２４
年
か
ら
始
ま
り
５
回
目
と
な
る
今
回
は
、
宮
城
県
石

巻
市
へ
２
度
目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

震
源
地
に
近
か
っ
た
現
地
の
老
人
ホ
ー
ム
へ
鉾
田
市
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
届

け
、
一
緒
に
健
康
体
操
を
し
た
り
童
謡
を

歌
っ
て
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
石
巻
市
社

会
福
祉
協
議
会
を
訪
ね
、
震
災
当
時
の
民

生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
内
容
を
通
し
て
、

災
害
時
の
民
児
協
の
対
応
等
を
学
び
ま
し

た
。大

洋
地
区
民
児
協
は
、
地
域
住
民
の
一

番
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
委
員
相
互

の
連
携
の
中
で
情
報
の
共
有
や
交
流
な
ど

を
図
り
、
地
域
の
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
や

見
守
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

笠笠間間市市

笠
間
市
笠
間
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

前
笠
間
市
笠
間
地
区
民
児
協
会
長

鈴

木

守

正

鉾鉾田田市市

鉾
田
市
大
洋
地
区
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

鉾
田
市
大
洋
地
区
民
児
協
会
長

菅

谷

與
志
雄
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稲
敷
市
民
児
協
は
、
江
戸
崎
地
区
、
新
利
根
地
区
、
東
地
区
、
桜
川
地
区
の

４
地
区
に
お
い
て
活
動
し
て
お
り
、
桜
川
地
区
民
児
協
は
１８
名
（
う
ち
主
任
児

童
委
員
２
名
）
の
委
員
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
稲
敷
市
の
人
口
は
、
４
万
人
余
り
で
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
１
万

４
千
人
を
超
え
、
高
齢
化
率
は
３４
・
６
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

桜
川
民
児
協
で
は
、
毎
年
、
夏
休
み
前
に
中
学
校
１
校
・
小
学
校
３
校
へ
、

担
当
地
区
の
委
員
と
会
長
・
副
会
長
が
学
校
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
学
校
長
・
教
頭
・
教
務
主
任
と
行
っ
て
き
た
懇
談
会
を
、

学
校
側
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
今
年
は
教
職
員
全
員
と
実
施
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
若
い
先
生
方
を
中
心
に
今
ま
で
に
な
い
熱
の
入
っ
た
意
見
が

で
る
な
ど
、
内
容
の
濃
い
意
見
交
換
と
な
り
先
生
方
と
情
報
共
有
が
図
れ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
相
談
相
手
と
し
て
連
携
を
強
め
、

地
域
力
を
高
め
る
た
め
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
、
桜
川
地
区
内
の
小
学
校

３
校
が
統
合
し
、
桜
川
小
学
校
と
し
て
誕

生
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
３
校
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
生
か
し
た
伝
統
を
継
承
し
、

桜
川
民
児
協
と
し
て
、
学
校
、
区
長
会
、

関
係
機
関
等
と
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し

な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り

な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

坂
東
市
は
、
平
成
７
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
現
在
、

人
口
が
約
５
万
４
千
人
、
高
齢
化
率
は
２８
・
９
％
に
達
し
て
い
る
状
況
で
す
。

地
域
社
会
が
複
雑
・
多
様
化
す
る
な
か
で
、
地
域
の
現
状
や
課
題
を
把
握
し
、

必
要
な
支
援
へ
つ
な
げ
て
い
く
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
に
対
す
る
期
待
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
坂
東
市
連
合
民
児
協
で
は
、
岩
井
地
区
６６
名
（
う
ち
主
任

児
童
委
員
３
名
）・
猿
島
地
区
２３
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
２
名
）
の
各
委
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
坂
東
市
連
合
民
児
協
で
は
、
委
員
の
資
質
向
上
や
委
員
相
互
の
連
携

強
化
等
を
図
る
た
め
、
２
地
区
合
同
で
実
施
す
る
合
同
定
例
会
や
６
つ
の
専
門

分
野
ご
と
に
研
修
を
行
う
事
項
別
委
員
会
を
実
施
す
る
外
、
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て

市
や

社
協
の
行
事
等
へ
の
参
加
、
学
校
訪
問
や
一
泊
で
の
県
外
研
修
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
生
活
困
窮
、

児
童
虐
待
な
ど
の
問
題
に
加
え
、
自
然
災

害
の
多
発
や
地
域
社
会
の
希
薄
化
が
進
む

な
か
で
、
問
題
や
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
や
関

係
機
関
と
ど
う
関
わ
り
を
持
っ
て
い
け
る

の
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
が
重
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
、
身

近
な
存
在
と
し
て
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

稲敷市

稲
敷
市
桜
川
地
区
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

稲
敷
市
桜
川
地
区
民
児
協
会
長

根

本

三

好

坂坂東東市市

坂
東
市
連
合
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

坂
東
市
連
合
民
児
協
会
長

倉

持

嘉

男
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◎
祝
受
賞

こ
の
度
、
次
の
方
が
栄
え
あ
る
叙
勲
・

褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
叙

勲

瑞
宝
単
光
章

篠

�

悦

子
（
五
霞
町
）

○
褒

章

藍
綬
褒
章

大

友

博

子
（
取
手
市
）

◎◎
令令
和和
元元
年年
度度一一

斉斉
改改
選選
のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

茨
城
県
保
健
福
祉
部
福
祉
指
導
課
か
ら

令
和
元
年
度
一
斉
改
選
に
関
す
る
資
料
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

県
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数

は
、
表
１
の
と
お
り
前
回
の
平
成
２８
年
度

一
斉
改
選
時
の
５
２
６
１
名
か
ら
３０
名
増

員
さ
れ
て
５
２
９
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
選
で
は
委
嘱
数
が
５
１
４
０

名
で
欠
員
が
１
５
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

定
数
に
対
す
る
充
足
率
は
９７
・
１
％
と
な

り
、
前
回
改
選
時
の
充
足
率
９８
・
６
％
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平
均
年
齢
は
表
２
の
と
お
り
地
区
担
当

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
６７
・
２
歳
、
主

任
児
童
委
員
で
６４
・
１
歳
と
い
ず
れ
も
前

回
改
選
時
よ
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
全
体
の
平
均
年
齢
は
６７
・
０
歳
と
な

り
、
前
回
改
選
時
の
６６
・
３
歳
よ
り
０
・

７
歳
上
が
り
ま
し
た
。

新
任
・
再
任
別
は
、
表
３
の
と
お
り
全

体
の
委
嘱
数
５
１
４
０
名
の
う
ち
新
任
委

員
が
１
６
８
１
名
で
構
成
比
率
は
３２
・

７
％
、
再
任
委
員
が
３
４
５
２
名
で
構
成

比
率
は
６７
・
２
％
、
元
委
員
が
７
名
で
構

成
比
率
は
０
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
改
選
時
と
比
較
す
る
と
、
新
任
委

員
の
構
成
比
率
が
少
し
下
が
っ
た
の
に
対

し
、
再
任
委
員
の
構
成
比
率
が
少
し
上
が

り
ま
し
た
。

◎
第
８８
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

に
つ
い
て

令
和
元
年
１０
月
１７
日
〜
１８
日
に
福
島
県

郡
山
市
で
開
催
が
予
定
さ
れ
た
第
８８
回
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
は
、
台
風
第

１９
号
の
影
響
に
よ
り
急
遽
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

委
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
で
初
め
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
新
任
の
委
員
を

迎
え
て
、
民
児
協
活
動
が
活
発
に
展
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
退
任
さ
れ
た
皆
様
、
長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
、
原
稿
を
お
寄

せ
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
民
児
協
い
ば
ら
き
」
も
第
８４
号
を
迎
え

県
民
児
協
の
行
事
、
大
会
報
告
、
各
民
児

協
だ
よ
り
等
わ
か
り
易
く
参
考
に
な
る
よ

う
編
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

担
当
し
て
き
ま
し
た
私
共
も
本
号
を
も

ち
ま
し
て
任
期
満
了
と
な
り
、
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長

黒

田

伸

治

副
委
員
長

矢
田
部

秀

夫

委

員

宇
佐
美

吉

郎

委

員

伊

勢

重

憲

委

員

坂

野

徹

委

員

中

村

弘

行

（
矢
田
部

秀
夫
記
）
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表１ 定数・委嘱数※（ ）内は，Ｈ２８年の定数

欠員

１４４

７

１５１

委嘱数

４�８２１

３１９

５�１４０

定数
（Ｈ２８）※

４�９６５
（４�９３７）

３２６
（３２４）

５�２９１
（５�２６１）

区分

地区担当

主任児童委員

計

表２ 平均年齢 （歳）

（Ｈ２８
比較）

６６�５

６３�３

６６�３

平均
年齢

６７�２

６４�１

６７�０

区分

地区担当

主任児童委員

全体

表３ 新任・再任別

計

５�１４０

１００％

１００％

元

７

０�１％

０�２％

再任

３�４５２

６７�２％

６６�０％

新任

１�６８１

３２�７％

３３�９％

区分

全体

（比率）

（Ｈ２８
比率）
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